
西暦 和暦 巻数 分野 目録 細目 題 作者 本文頁 作者名 生没年など 備考

3 1 文筆上 賦 視雲知隠賦 江　以言 2 大江　以言 955~1010 『本朝文粋』従四下式部大輔・文章博士　　

4 1 文筆上 賦 春雪賦 紀　納言 3 紀　長谷雄 845~912 『本朝文粋』　従三位　文章博士・大学頭

5 1 文筆上 詩 奉試詩 五言奉試賦得教學為先 江　匡衡 3 大江　匡衡 952~1012 一条天皇侍読　正四位下　文章博士･東宮学士･式部大輔　　維時孫

6 1 文筆上 詩 古調詩 見二毛 源　英明 3 源　英明 ~939 宇多源氏　父斉世親王　母菅原道真女　従四位上　左近中将　　937カ

7 1 文筆上 詩 越調詩 山家秋哥 紀　納言 4 紀　長谷雄 845~912 『本朝文粋』　　従三位　文章博士・大学頭･醍醐天皇侍読

10 1 文筆上 詩 離合詩 離合詩 橘　在列 5 橘　在列 944出家 氏公流　父秘樹（『文粋』作者索引）　弾正少弼

11 1 文筆上 詩 走脚詩 走脚詩 藤　敦隆 5 藤　敦隆 ~1120 木工助橘敦隆と同人か

12 1 文筆上 詩 走脚詩 走脚詩 藤　公明 5 藤　公明

13 1 文筆上 詩 走脚詩 走脚詩 江　政時 5 大江　政時 匡時カ　匡時（維順）ならば父匡房　大学頭･式部権大夫・肥後守

14 1 文筆上 詩 廻文詩 廻文詩 橘　在列 5 橘　在列 944出家 藤原公章の詩有り　題に注意

15 1 文筆上 箴 審薦擧箴 都　在高 6 都　在高

16 1 文筆上 箴 審薦擧箴 平　兼材 6 平　兼材

24 1 文筆上 歌 春風哥應製 紀　納言 11 紀　長谷雄 845~912 目次は紀貫之。本文は紀納言。

25 1 文筆上 歌 高鳳刺貴賤之同交歌 源　順 11 源　順 911~983 嵯峨源氏　父挙　四条大納言右大将定曾孫　従五位上　能登守

26 1 文筆上 碑文 叡山水飲道場観音像碑文 12

28 1 文筆上 銘 御剱銘　　　献寛平聖王（宇多天皇） 橘　廣相 12 橘　廣相 887~890カ 件銘廣相作覧昭宣公。々献寛平聖王。昭宣公藤原基経は寛平三年（891）薨去

29 　1　 文筆上 銘 銚子銘 都　良香 13 都　良香 834~879 父桑原貞継　『都氏文集』あり　『文徳実録』の編纂に。

30 1 文筆上 銘 金鼓銘　并序 菅　三品　 13 菅原文時　 899~981 以訪亡妣橘命婦之往生。即作銘曰。 道真孫　父高視　文章博士･大内記・右中弁･大学頭

31 1 文筆上 銘 般若寺鐘銘 13

33 1 文筆上 銘 座左銘并序 前中書王 14 源　兼明　兼明親王 914~987 醍醐天皇皇子　母藤原菅根女　臣籍降下し左大臣となるも、安和の変の影響を受けて親王に。

34 1 文筆上 銘 續座左銘　并序 江都督 14 大江匡房　 1041~1111  匡衡曾孫挙周孫　正二位　権帥･式部大輔・権中納言・後三条ｰ白川ｰ堀河三代の侍読

37 1 文筆上 辞 書紳辞 紀　納言 16 紀　長谷雄 845~912 従三位　文章博士・大学頭･醍醐天皇侍読

38 1 文筆上 辞 髪落詞 源　順 16 源　順 911~983 『文粋』は作者を前中書王に

39 1 文筆上 辞 愁鬢詞　并序 藤　敦隆 17 藤原敦隆 ~1120 木工助藤原敦隆

40 1 文筆上 讃 西方極楽讃 後中書王 17 具平親王　 964~1009 村上天皇皇子　母代明親王女荘子 二品　中務卿　号千種殿

41 1 文筆上 讃 天台智者大師讃 橘　在列 18 橘　在列　 944出家 氏公流　父秘樹（『文粋』作者索引）　弾正少弼

42 1 文筆上 讃 聖徳太子讃 18

43 1 文筆上 讃 傳教大師讃 18

45 1 文筆上 吟 葉落吟 紀　納言 19 紀　長谷雄 845~912 従三位　文章博士・大学頭

46 1 文筆上 吟 貧女吟 紀　納言 19 紀　長谷雄 845~912 『本朝文粋』　従三位　文章博士・大学頭

47 1 文筆上 吟 閑中吟　三首中 藤　公明 20 藤原公明

48 1 文筆上 歎 落花歎 紀　納言 20 紀　長谷雄 845~912 『本朝文粋』　従三位　文章博士・大学頭

49 1 文筆上 歎 歎白髪兮 紀 20 紀

50 1 文筆上 曲 慣啄木曲 紀 20 紀

51 1 文筆上 曲 憶禁中三首　効江南曲體 藤　実兼 21 藤原實兼 藤原實兼は公実男又は季綱男（高階通憲父）と考えられ、共に12世紀前半の人

57 2 文筆中 傳 装束進退傳 26

58 2 文筆中 引 近曽左金吾藤廷尉以古調五十韻。見投予之弊窓矣。予雖献拙和。餘興未盡。 惟宗孝仲 27 惟宗孝仲 左金吾藤原廷尉

59 2 文筆中 引 宗才子綴沉春引。奉呈藤廷尉。一詠銷魂。再吟入骨。不堪賞翫。聊綴鄙詞。押本韻。 管才子 28 宗才子（惟宗孝仲）の「沉春引」に和して

60 2 文筆中 引 宗才子作沉春引。奉寄藤廷尉。菅才兄継以和之。予以不才。無得相知。僅臨孟夏之仲。 槐市老翁三善為康 28 三善為康 1049~1139 槐市老翁三善為康は「朝野群載」編纂者当人　「朝野群載」一応の成立は永久4年

74 2 文筆中 表白 天台山不断念佛發願表白 36 慈覚大師之遺跡

84 3 文筆下 起請 山亭起請 前中書王 44 源　兼明　 914~987 醍醐天皇皇子　母藤原菅根女　臣籍降下し左大臣となるも、安和の変の影響を受けて親王に。

96 3 文筆下 祭文 祭慈恵大師尊霊祭文 中納言大江匡房卿 56 大江匡房 1041~1111 慈恵＝良源　大師号は寛和3年（987）2月16日　

105 3 文筆下 記 江納言暮年詩記 帥江納言 63 大江匡房　 1099~1111 文中の右中弁藤原有信は承徳3年（1099）卒去　以降1111年の間

106 3 文筆下 記 詩境記 帥江納言 64 大江匡房　 1041~1111

107 3 文筆下 記 對馬貢銀記 帥江納言 65 大江匡房　 1098~1111 承徳2年（1098）9月太宰府下向以降か

108 3 文筆下 記 遊女記 帥江納言 66 大江匡房　 1041~1111

109 3 文筆下 記 傀儡子記 帥江納言 67 大江匡房　 1041~1111

110 3 文筆下 記 筥埼宮記 帥江納言 67 大江匡房　 1098~1111 承徳2年（1098）9月太宰府下向以降か

113 4 朝儀上 除目時大外記相催諸道文書 除目時大外記相催諸道文書 72

117 4 朝儀上 除目申文目録 除目申文目録 75

122 4 朝儀上 院宮御給 内親王家申文 一品（某）子内親王家 77

123 4 朝儀上 院宮御給 書様 申名替 78

124 4 朝儀上 院宮御給 書様 申國替 78

130 4 朝儀上 諸宮請奏 書様 某宮職 81

137 4 朝儀上 諸宮請奏 書様 某内親王家申文 83 様式

138 4 朝儀上 諸宮請奏 書様 童爵申文 84 様式

147 4 朝儀上 氏爵申文 書様 氏爵　藤氏 88 様式

150 4 朝儀上 補女官 書様 應補釆女某姓某事 90 様式　備中国解

161 4 朝儀上 院宣請文 豊前守中原奉貞誠惶誠恐謹言 95 豊前守中原奉貞

164 三月二十九日 4 朝儀上 請文 齋院女房扇二枚事 左近少将有家 97 左近少将藤原有家請文　 1091~1104カ 藤原有家は寛治5年1月には左少将であり長承１年まで左少将であった

165 三月二十九日 4 朝儀上 請文 扇三枚事 内蔵頭源 97 内蔵頭源某請文 1093~1097カ 正四位下内蔵頭源政長とすると、寛治7年12月27日から承徳元年閏1月の卒去まで

216 6 神祇官 中臣祭文 中臣祭文 136

234 6 神祇官 款状 書様 請依神祇官移旨任宮司 150

235 6 神祇官 奏状 貴布禰社　請永停止一鳥居内伐木并放火 150

240 6 神祇官 大神宮勅使禄法 伊勢太神宮勅使禄法 154

255 6 太政官 太政官請奏 請以廳直史生安部宗重被補左右衛門府生検非違使 庁直史生安倍宗重 165 1130カ 安倍宗重の補検非違使は大治5年カ

257 6 太政官 官中政申詞 廳申文　返抄　百度文 166

258 6 太政官 官中政申詞 外記廳申文　朔日申文　四日申文　十六日申文　 167

259 6 太政官 官中政申詞 條事結詞　実録帳結詞　勘出結詞　減省結詞　班符結詞　不與状結詞　解由結詞　 168

260 6 太政官 官中政申詞 諸司訓詞 169

273 十月十五日 7 摂_家 維摩會竪義 維摩會研學竪義長者宣 修理権大夫藤原朝臣 177 1120.5.18 「中右記」には保安元年5/18明暹が維摩会講師に指名されている

300 四月 7 摂_家 鹿島奉幣使発遣仰書 書様 鹿島奉幣使學生仰書 193

301 7 摂_家 鹿島使発遣官符 太政官符下　下総常陸等國司 193 學生藤原助清　内蔵史生息長真正

308 7 公卿家 申名替 書様 故太政大臣家 196 寛和○年○月の任官に対するもの

327 8 別奏 式部省勾當下知状 書様 少録某 210

347 8 別奏 補筑摩御厨長 官符 應補筑摩御厨長某姓某厨事 左大臣宣 224

365 9 功労 儒者申弁官 請（式部権少輔兼文章博士大江朝臣匡衡）兼任右中弁 大江匡衡 236 大江匡衡の弁官補任なし　

368 9 功労 申掃部頭 請民部丞惟宗朝臣基重被拝任掃部頭申受領替 惟宗基重 238 『御堂』長和5年1月12日条に「下総守惟宗基重辞国進申文」あり

386 9 功労 辞市令史譲男 正六位上行東市令史葛原宿祢季忠 葛原季忠 249 請以所帯職譲與男季友

405 11 廷尉 検非違使供給 官宣旨 為糺行春日祭濫行差件等人発遣如件 262 右大臣宣　奉勅　検非違使左衛門権少尉安倍延行

406 11 廷尉 検非違使供給 官宣旨 為令追捕犯人 権中納言藤原長家 263 1023~1028 権中納言藤原朝臣長家宣　権中在任は治安三年~万寿五年

450 12 内記 勅符 新羅賊勅符 前中書王 298 源兼明 914~987

451 正月一日 12 内記 宣命 書様 正月元日　用書杖 298 若有延引尚称朔日

452 正月七日 12 内記 宣命 書様 七日叙位　用書杖 298 正月七日

453 正月七日 12 内記 宣命 書様 白馬　用書杖 299 正月七日

454 正月十四日 12 内記 宣命 書様 御齋會　用書杖　 299 正月十四日

455 正月十六日 12 内記 宣命 書様 踏歌　用書杖 299 正月十六日

456 三月　中午日 12 内記 宣命 書様 石清水臨時祭　用言 299 三月中午日　「去天禄元年與利始天」

457 四月　上申日 12 内記 宣命 書様 平野祭　用筥 300 四月上申日　「去寛和元年與利始弖」

458 四月　中酉日 12 内記 宣命 書様 賀茂祭　用筥 300 四月中酉日　「十一月臨時祭用此状。但加寛平御代與利奉出給之字」

459 八月十五日 12 内記 宣命 書様 放生會　用筥 301 八月十五日　「去延久二年與利始天」

460 九月十一日 12 内記 宣命 書様 伊勢神嘗幣　用筥 301 九月十一日

461 十一月　中卯日 12 内記 宣命 書様 新嘗會　用書杖 302 十一月中卯日

462 12 内記 宣命 書様 大嘗會 302

463 12 内記 宣命 書様 御譲位 302

464 12 内記 宣命 書様 御即位 303

465 12 内記 宣命 書様 告即位於大神宮 304

466 12 内記 宣命 書様 告諸陵　御即位 304

468 12 内記 宣命 書様 告墳墓　御即位 305

470 12 内記 宣命 書様 一代一度　大神寶 306

471 12 内記 宣命 書様 立皇太子　皇太弟 306

473 12 内記 宣命 書様 立后由告山陵 307

477 12 内記 宣命 書様 斎王参宮 308

478 12 内記 宣命 書様 斎王退出 309

479 12 内記 宣命 書様 賀茂斎王卜定 309

480 12 内記 宣命 書様 宇佐宮使 309 天慶２年閏７月若宮･若姫が官幣社に預かって以降

481 12 内記 宣命 書様 諸社例宣命 310

482 12 内記 宣命 書様 伊勢内宮 310

483 12 内記 宣命 書様 伊勢外宮 311

486 12 内記 宣命 書様 任僧綱 312

492 12 内記 奉幣次第 書様 廿二社奉幣次第 315

493 12 内記 位記宣旨 書様 奉位記宣旨 315

494 12 内記 位記 書様 神位記 315

495 12 内記 位記 書様 僧綱位記 316

496 12 内記 位記 書様 僧尼位記 317

504 13 紀傳 書詩體 書様 帝王 330

505 13 紀傳 書詩體 書様 太上皇 330

506 13 紀傳 書詩體 書様 太子　后宮　應令 330

507 13 紀傳 書詩體 書様 親王　公卿家　應教 330

508 13 紀傳 書詩體 書様 北野　吉祥院廟　他社准之 331

509 13 紀傳 書詩體 書様 釈奠 331

510 13 紀傳 書詩體 書様 文章院 331

511 13 紀傳 書詩體 書様 御書所 331

512 13 紀傳 書詩體 書様 勧學會　遊山寺 331

513 13 紀傳 書詩體 書様 省試_放島試 331

514 13 紀傳 書詩體 書様 讀書 332

515 13 紀傳 書詩體 平出闕字 332

518 13 紀傳 試衆詩 奉試賦得徳配天地詩一首　以人為韵七言八韵 藤原仲実 333

522 十一月二十三日 13 紀傳 判儒故 登省學生藤原憲光尹経等詩判事 藤原実光 337 藤原実光 1115~1122 藤原実光の左少弁在任は1115~1122

545 13 紀傳 評倭歌策 従四位下和歌博士紀朝臣貫成　問　對 紀貫成 355 問　作者大江匡房　對　花園赤恒 1041~1111 大江匡衡の生没年

562 15 陰陽道 日時勘文 書様 擇可遣使於國日時 368

565 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申可被奉遣祈雨若止雨御幣使於丹生川上_貴布祢社日時 370

566 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申可被行臨時仁王會日時 371

567 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申可被行季御讀経日時 371

569 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申可被行圓宗寺法華會日時 372

570 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申可被行最勝寺灌頂日時 372

571 15 陰陽道 日時勘文 書様 陰陽寮擇申應供奉明年正月元日御薬童女事 372

583 15 陰陽道 追儺咒文 追儺咒文 382

585 保安 15 暦道 請補得業生 書様 請補暦得業生事 384 暦博士二人連署 1120~1124 保安年間　1120.4.10~1124.4.2

586 15 暦道 請補得業生 書様 陰陽寮解　申請補暦得業生事 385 賀茂家栄 1132.1.22~ 賀茂家栄の四位主計頭兼縫殿頭暦博士但馬権守は長承1年1月22日から　卒去は保延2年8月

589 15 醫道 得業生官符 書様 太政官符　應補醫得業生壹人事 387 行田文信　 大中臣致忠の替わり　権医博士清原為時の弟子

611 16 仏事上 傳法灌頂 傳法灌頂歎徳文 406 阿闍梨齊朝作 斉朝（斉尊）は寺門　康和元年補律師　『中右記』では長治2年（1105)が最終記事

612 16 仏事上 傳法灌頂 歎徳返答 407 実信阿闍梨作 寛信は醍醐　『中右記』初出は嘉承元年（1106)　すでに阿者梨であった

613 16 仏事上 教誡返答 教誡返答 408

654 17 仏事下　付法僧 施入文 當舎利會別當朗□敬白 429

660 17 仏事下　付法僧 知識文 山王院千手堂住僧等曜謹言 等曜 434 比叡山九院の一つ　智証大師円珍の帰国は天安2年（858）

672 20 大宰府　付管國 准擬牒 書様 某國司牒　路次郡司驛長等　為向任国 444

674 20 大宰府　付管國 補府検非違使 書様 補府検非違使 445

677 20 大宰府　付管國 向温泉人官符 書様 應聽往還某姓某丸向其國温泉事 447

678 20 大宰府　付管國 貢調物撿納 紙千二百張　毛筆卅管 448

693 20 異國 源信僧都贈往生要集於大宋國 源信僧都贈往生要集於大宋國書 恵心僧都 462 源信　 985~1017 『往生要集』の成立は寛和元年　源信の卒年は寛仁元年

704 21 雑文上 文書紛失状 四条令解　申請　職判事　　為公験私領地四戸主 472 藤原氏家解状・火災による公験紛失にたいするもの 火災は1077~1080

706 21 雑文上 給身假官符 書様 為拝亡母墳墓向彼國 源致節 473

707 21 雑文上 給身假官符 書様 應給散位平朝臣維時晨□假事 平維時 474 国香ｰ貞盛ｰ維将ｰ維時ｰ直方 981 維時父維将は天元4年（981）卒去

708 21 雑文上 賜物官符 書様 為治病向温泉　可給正税一千束 474

711 21 雑文上 楽章 踏歌章曲 475

712 21 雑文上 楽章 女踏歌章曲 476

713 21 雑文上 楽章 東舞歌章 477

714 21 雑文上 釋奠祝文 式文 大學寮釋奠祝文 478

716 21 雑文上 産所読書 古文孝教序　孔安國 479

728 21 凶事 假文 書様 公卿以下出外記様 489

729 21 凶事 假文 書様 公卿以下出本司本陣様 489

730 21 凶事 假文 書様 殿上王卿已下出蔵人所様 489

731 21 凶事 假文 書様 院宮崩時傍親假文様 489

751 22 諸国雑事上 初度國司廳宣 但馬国在廳官人　仰下雑事 503

753 22 諸国雑事上 定遣國目代 書様 定遣國目代　廳宣　在廳官人等 505

754 22 諸国雑事上 定遣國目代 源朝臣清基補目代職 505 醍醐源氏清基カ

755 22 諸国雑事上 送前司館書状 書様 送前司舘書状 506 加賀守から前任者宛

756 22 諸国雑事上 獻新司許書 書様 献新司許書 506 現任国司から新任国司宛

760 22 諸国雑事上 罷符 信濃国司罷符　藤原永平 508 正五位下藤原永平 藤原尹文男永頼の同母兄弟カ　

761 22 諸国雑事上 罷符 伯耆國司罷符　平忠盛 508 従五位下平忠盛 1117ころ 平忠盛任官　永久5年ころカ

773 22 諸国雑事上 過所牒 書様 某国路次關々　可勘過某随身雑物事 515

776 22 諸国雑事上 國務條々事 國務条々事書　42ヶ条 517 「国司の赴任に当たっての心得」的なもの

778 22 諸国雑事上 祝文 諸國釋奠 525

804 26 諸國公文中 申交替使 書様 國司解　請被下遣撿交替使 550

805 26 諸國公文中 申交替使 申交替使文　無續文 550 953以降 天暦7年（953)6月13日付け宣旨以降　前司卒去の間の受領に関して

807 26 諸國公文中 任先例申交替使 國司解　請因准先例給撿交替使 551 参議正三位左兵衛督兼守藤原朝臣に該当する人物として藤原経通が万寿3年に補備前守など

832 27 諸國公文下 主計寮移　主税寮 相模國年々正税交易雑物事 568 1068ころ 治暦四年（1068）までの23年間のこと

851 28 諸國功過 覆勘 書様 防鴨河所返抄　山城國 589


